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橋南VS橋北橋南VS橋北歌合戦歌合戦歌合戦
10回目の節目となる歌合戦を終えて 和　田　秀　樹

第10回第10回第10回

　令和7年12月7日（日）、大田市民会館大ホールにて「第10回おおだ町橋南VS橋北歌合戦」
が開催されました。コロナ渦で一度休みましたが、第10回の節目を迎えることができまし
た。大田町民運動会と同じように大田町民の皆さんが歌を通じて新たな交流ができること、
そしてカラオケではなく生バンドによる豪華な演奏で歌ってもらうことをこだわりとして
開催してきました。
　今年は、下は小学生から上は80歳代の方まで、南北合わせて16組の方にご出演いただき
ました。回数を重ね出演していただいている方、初めての方、グループでの出演と出演者
も様々。演歌からポップス、ミュージカル仕立てのものまで楽曲も多彩。まさに、年末の
一大イベントになりました。バンドとの音合わせから2回のリハーサルを経て本番に臨み
ます。南と北に分かれての対抗戦ではありますが、みんなで一つのものを作り上げると
いう気持ちで取り組みました。歌合戦に参加したことがきっかけでその後も出演者同士の
交流が進み、一緒にカラオケに行ったりするなど新しい輪も生まれています。
　大ホールにお客様が入り、照明も本格的に照らしてもらい、生バンドをバックに熱唱す
ることは緊張もしますが大変気持ちの良いものです。歌唱が終わった出演者は次に歌う出
演者を楽屋から見守ります。勝敗はお客様の投票により決まりますが、最後の幕が下りた
後は、南北も関係なくお互いの健闘を称え合います。
　節目の第10回を終え、次に向けて実行委員会は動き出しています。出演者、会場のお客
様、そして実行委員会のメンバーみんなで作る歌合戦、次回以降もご期待ください。
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信

大
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

栄
町
三
み
ま
も
り
隊
に
つ
い
て

岩
　
田
　
佳
代
子

大
田
町
民
児
協
だ
よ
り

大
田
町
民
児
協
だ
よ
り

大
田
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

68

民
生
委
員
の
改
選

栄
町
三
自
治
会

◎
福
田
　
卓
夫　
野
城
・
出
口
・
長
谷
・

　
　
　
　
　
　
　
小
池
地
区

◎
俵
　
由
岐
子　
加
土
地
区

◎
岡
本
眞
理
子　
城
山
二
地
区

◎
川
上
　
博
美　
柳
井
一
地
区

◎
中
田
　
信
子　
柳
井
二
地
区

◎
藤
田
　
　
孝　
鳥
越
・
新
諸
友
地
区

◎
高
野
　
　
聡　
大
正
西
一
・
二
地
区

◎
吉
村
　
武
彦　
大
正
西
三
・
昭
和
町
・

　
　
　
　
　
　
　
駅
南
町
地
区

◎
西
崎
　
貴
美　
大
正
東
一
・
二
地
区

◎
八
束
　
義
夫　
大
正
東
三
地
区

◎
石
﨑
　
彰
矩　
桜
田・相
生・諏
訪
一・

　
　
　
　
　
　
　
二
・
三
地
区

◎
清
水
　
美
衣　
日
の
出
・
立
花
地
区

◎
横
手
由
利
子　
天
神
一
・
二
地
区

◎
楫
野
　
恭
久　
山
崎
一
地
区

◎
小
田
　
時
通　
山
崎
二
・
四
地
区

◎
田
中
　
信
哉　
山
崎
三
地
区

◎
青
木
　
正
三　
末
広・殿
町・蛭
子
地
区

◎
岩
倉
　
光
子　
栄
町
一
・
二
地
区

◎
松
本
　
早
苗　
栄
町
三
地
区

　
３
年
任
期
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
以
下
、
民
生
委
員
）
が
12
月
１
日
付
け
で

改
選
さ
れ
ま
し
た
。
大
田
町
に
お
い
て
改
選
さ
れ
た
民
生
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

小
　
田
　
時
　
通

会　
長

◎
田
原
　
光
夫　
柳
ヶ
坪
・
大
坪
地
区

◎
岩
谷
　
計
美　
主
任
児
童
委
員

◎
石
賀
　
照
子　
主
任
児
童
委
員

　
大
田
町
の
民
生
委
員
の
定
数
は
25
人

で
す
が
、
城
山
一
、
雪
見
一
・
二
、
本

町
・
宮
島
地
区
の
３
地
区
が
不
在
の
ま

ま
、
新
た
に
委
員
と
な
ら
れ
た
９
人
と

再
任
さ
れ
た
13
人
の
計
22
人
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
自
治
会
長
を

は
じ
め
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
す
べ

て
の
地
区
に
民
生
委
員
の
配
置
が
、
一

日
も
早
く
実
現
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
退
任
さ
れ
た
委
員
さ
ん
に
は
、
こ
れ

ま
で
地
域
福
祉
へ
の

貢
献
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
助
言
等
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
け

れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

　　
栄
町
三
の
み
ま
も
り
隊
は
、
２
０
２
１
年

３
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
、
主
に
３
か
所
の

横
断
歩
道
で
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
、
危
険
な
状
況
を
認
識
し
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
登
下
校
の
環
境

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
自
治
会
、
子
ど
も
会

と
も
話
し
合
い
を
重
ね
て
「
み
ま
も
り
隊
」

を
発
足
し
ま
し
た
。

　
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
、
登
下
校
の
子
ど
も

た
ち
の
見
守
り
に
ご
協
力
を
、
通
学
路
の
危

険
箇
所
で
の
声
掛
け
や
あ
い
さ
つ
等
を
目
的

と
し
て
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
12
名
の
方
に
協
力
し
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
栄
町
三
の
児
童
は
45
人
と
多
く
、
７
班
に

分
か
れ
て
登
校
し
て
い
ま
す
。
栄
町
三
以
外

の
児
童
も
合
わ
せ
る
と
60
名
く
ら
い
に
な
る

栄
町
交
差
点
で
は
、
四
方
向
か
ら
車
が
通
行

し
ま
す
。
信
号
が
変
わ
る
時
、
無
理
に
加
速

し
て
通
る
車
も
有
り
、
４
人
の
み
ま
も
り
隊

が
２
人
ず
つ
交
代
で
常
に
注
意
を
払
っ
て
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　
押
し
ボ
タ
ン
横
断
歩
道
で
は
、常
時
、黄
色

の
点
滅
な
の
で
、
注
意
せ
ず
信
号
が
変
わ
っ

て
も
、
加
速
し
た
ま
ま
通
行
す
る
車
が
あ
る

の
で
信
号
が
変
わ
る
の
を
確
認
し
、
停
車
も

見
届
け
て
横
断
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
は
、
川
合
方
面

か
ら
、横
断
歩
道
の
手
前
ま
で
カ
ー
ブ
に
な
っ

て
、
見
通
し
が
悪
い
た
め
、
み
ま
も
り
隊
が

車
の
停
車
を
確
認
し
横
断
旗
で
子
ど
も
た
ち

の
横
断
を
手
助
け
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

毎
朝
、笑
顔
で「
お
は
よ
う
」の
声
掛
け
で
す
。

朝
も
早
い
の
で
、な
か
な
か
、元
気
な
あ
い
さ

つ
は
聞
け
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
の
あ
い

さ
つ
が
返
っ
て
く
る
と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　
小
学
校
の
時
に
あ
い
さ
つ
が
返
っ
て
こ
な

か
っ
た
児
童
が
、中
学
校
、高
校
に
な
り
、自

転
車
で
通
る
と
き
「
お
は
よ
う
」
の
声
が
聴

こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
、み
ま
も
り
隊
同
士

で
嬉
し
い
話
題
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
み
ま
も
り
隊
で
な
く
て
も
、庭
先
や
散
歩
の

途
中
で
も
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
を
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
て
る
姿

や
声
も
子
ど
も
た
ち

の
安
心
・
安
全
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
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令和８年３月８日（日）
９：００～１５：３０

第42回

〇 まちセン利用団体による作品の展示、
　芸能発表（ジョイフルステージ）
〇 町内の保育園・幼稚園・小学校・中学校の作品展示
〇 カンナ屑で作品作りやぜんざいの販売
〇 キャラメルポップコーン配布に射的もあるよ

※詳細は２月の広報配布日に回覧で！！

　
11
月
２
日（
日
）13
時
よ
り
、さ
ひ
め

湖
多
目
的
広
場
に
お
い
て
第
15
回
大
田

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

団
体 

（
４
人
の
合
計
点
）

　
　
優
勝　
城
山
一

　
　
２
位　
山
崎
三

　
　
３
位　
城
山
二
B

　
　
４
位　
加
土

　
　
５
位　
柳
ヶ
坪
A

　
　
６
位　
新
諸
友
A

　
　
７
位　
新
諸
友
B

　
　
８
位　
殿
町

　
　
９
位　
城
山
二
A

　
　

10
位　
桜
田

　
　

11
位　
柳
ヶ
坪
B

　
　

12
位　
大
正
西
三

　

個
人　

　
　
優
勝　
濱
瀉　
和
美
（
山
崎
三
）

　
　
２
位　
松
田　
　
弘
（
城
山
一
）

　
　
３
位　
松
田
直
美
代
（
城
山
一
）

　
　
４
位　
村
上　
　
勇
（
山
崎
三
）

　
　
５
位　
清
水　
洋
明
（
加
土
）

　
　
６
位　
柳
田　
秀
穂
（
柳
ヶ
坪
）

　
　
７
位　
和
田　
昌
明
（
城
山
二
）

　
　
８
位　
柳
楽　
絹
子
（
柳
ヶ
坪
）

　
　
９
位　
原
野　
忠
幸
（
城
山
二
）

　
　

10
位　
高
山　
勝
昭
（
城
山
二
）

大
田
町

 
ス
ポ
ー
ツ
協
会
だ
よ
り

まちセンおおだまつりまちセンおおだまつり

　
　
　
　
　
講
師
に
雪
見
在
住
の
八

　
　
　
　
木
さ
ん
を
招
き
「
芋
け
ん

　
　
　
　
ぴ
作
り
」
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
参
加
者
は
15
名
。
５
班
に

　
　
　
　
分
か
れ
て
短
冊
切
り
に
し

　
　
　
　
た
さ
つ
ま
い
も
を
少
量
ず

つ
揚
げ
ま
し
た
。
次
に
鍋
に
砂
糖
衣

の
材
料
を
入
れ
中
火
に
か
け
沸
騰
し

泡
が
小
さ
く
な
っ
た
ら
弱
火
に
し
て

砕
い
た
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
と
黒
ゴ
マ
、
芋

を
入
れ
て
箸
で
混
ぜ
衣
と
な
じ
ま
せ

る
と
出
来
上
が
り
。
と
て
も
美
味
し

い
芋
け
ん
ぴ
が
で
き
ま
し
た
。

７回目
11月18日㈫

８回目
12月16日㈫

　
　
　
　
　
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」で
参
加

　
　
　
　
者
は
12
名
で
し
た
。「
和
か

　
　
　
　
ち
逢
う
家
」
理
学
療
法
士
の

　
　
　
　
石
飛
先
生
と
地
域
医
療
推
進

　
　
　
　
課
の
田
口
さ
ん
を
講
師
に
招

　
　
　
　
き
、
最
初
に
血
圧
測
定
を
し

フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
い
た

後
、
体
力
測
定
を
し
ま
し
た
。

　
握
力
測
定
は
腕
の
力
だ
け
で
は
な
く

全
身
の
筋
力
を
反
映
、
タ
イ
ム
ア
ッ
プ

&
ゴ
ー
テ
ス
ト
（
椅
子
か
ら
立
ち
上
が

り
３
ｍ
先
の
コ
ー
ン
を
回
っ
て
椅
子
ま

で
帰
る
）
で
は
総
合
的
な
心
身
機
能
を

反
映
す
る
そ
う
で
す
。

　
体
力
の
ピ
ー
ク
は
20
歳
頃
、
50
歳
を

過
ぎ
る
と
体
力
は
急
降
下
す
る
た
め
１

日
７
０
０
０
歩
歩
く
の
が
ベ
ス
ト
！

　
冬
場
は
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
お
き
や

す
い
の
で
、
注
意
が
必
要
。
①
入
浴
は

41
℃
以
下
で
食

後
１
時
間
以
上

あ
け
る
②
浴
室

を
温
め
早
い
時

間
に
入
る
③
入

浴
前
後
に
は
水

分
補
給
④
夜
中

に
目
が
覚
め
た

時
も
水
分
補
給

⑤
１
日
1.5
〜
２

ℓ
の
水
分
を
取

る
よ
う
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
12
月
20
日
、大
田
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
セ
ン
タ
ー
の
大
掃
除
を
行
い
ま
し

　
　
　
た
。今
年
最
後
と
な
る
大
掃
除
に

は
、約
40
人
が
参
加
し
、館
内
の
窓
拭
き

や
床
の
清
掃
、机
の
拭
き
掃
除
な
ど
、丁

寧
に
作
業
し
ま
し
た
。人
数
が
そ
ろ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、作
業
は
テ
ン
ポ
よ
く
進
み
、

館
内
は
あ
っ
と
い
う
間
に
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
ふ
れ
あ
い
教
室
』
の
７
回
目
と
８
回
目
が
終
わ
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
様
子
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日時

内容

大掃除
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17（火）
ふれあい教室⑩銀山学習

８（日）
まちセンおおだまつり

大田町健康ウォーク大田町健康ウォーク
　11月16日、健康ウォークが開催され、子どもから高齢者まで多くの参加者が集まりました。
　今年のテーマは「防災」ということで、３㎞コースは防災体験コースで大田消防署を訪問し、
消防車の見学をしました。参加した子どもたちは、消防車に乗せてもらい大はしゃぎでした。
　一方、６㎞コースでは、町内を歩き、避難所の位置や地形の違いを確認。参加者から「昔
この辺りは洪水で水に浸かったことがある」といった体験談も語られ、地域の記憶を共有しな
がら防災意識を高める時間となりました。

消防車の中って
すごいね！！

２月～３月の主な行事


